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１．研究計画の概要 

本研究では、分布北限が異なる数樹種を材
料に、葉の環境ストレスが分布北限の規定要
因となるかを明らかにすることを目的とし
ている。落葉広葉樹で北海道には自然分布し
ないクヌギ、ケヤキ、イヌブナ、北海道黒松
内地域を北限とするブナ、石狩地域を北限と
するコナラ、クリ、北海道全域に分布するミ
ズナラ、シラカンバ、ホオノキ、シナノキ、
イタヤカエデ等を材料に、葉の環境応答特性
の違いをガス交換特性や光阻害の程度から
評価する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)成木による調査 
生育環境での個葉の環境応答性、環境スト

レス影響を評価するため、成木（樹高 10m以
上）を材料に調査を行った。 

ブナの自生北限域である北海道寿都町に
おいて、高所作業車を用い、ブナ及び共存す
る 4種の樹冠部個葉のガス交換速度、光阻害
測定を行った。ブナ葉は、ミズナラについで
高い日最大光合成速度を持つことがわかっ
た。また、光阻害は受けず、健全であった。 

ブナの自然分布北限を越えて植栽された
個体の健全度調査では、厚岸や網走地域（そ
れぞれ自然分布北限より約 50km、100km北）
でも葉に異常は見られず、実生による更新も
確認された。 

ブナの北海道（渡島半島）内の葉の特性の
地理的変異を調べた。一般的に道内のブナの
葉は本州以南のものと比べて大きいとされ
るが、小さい葉を着ける成木個体もあり、微
環境に応じて違いがあることが示唆された。 
 

(2)樹木園、稚樹による調査 
自然分布北限の異なる落葉広葉樹の実生

を同一環境（森林総合研究所北海道支所苗
畑）で育成し、個葉の環境応答性の違いを調
べた。 
気孔閉鎖による二酸化炭素取り込み制限

は、光合成速度を低下させ成長に影響を与え
る。このことから、気孔応答の違い、気孔閉
鎖の要因となる葉からの水損失の違いを比
較した。結果、広域的な分布域の違いより、
渓畔林樹種であるかどうかなど、微地形立地
の違いが強く関係していることが考察され
た。 

得られた結果は、葉の構造と機能と葉の環
境応答の関係を得るためのデータとし、環境
変化の際の樹木種の分布や成長への影響の
予測モデル開発のために役立てる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
理由：2008年夏は、北海道は冷夏で晴天日が
少なく成木野外調査が最適な条件で行えな
かった。しかし、実験方法を変える等工夫し、
計画の上限のデータは得られなかったが、必
要なデータは得ることができた。実生による
調査測定は、一部生育が悪く測定できなかっ
た樹種があるが、おおむね順調に進展してい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
複数樹種の調査測定において、一部のデー

タの得られていない樹種があるため、そのデ
ータを得る。これまで得られたデータを解析
し、公表の準備を進める。さらに、たまに訪
れる長期の乾燥、霜、夏季高温条件等に対す
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る耐性を評価する必要がある。 
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